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植物は、100万種類以上とも⾒積もられる多種多様な低分⼦化合物
を⽣合成している。これら植物代謝産物を整理して理解するために、
⼀次代謝産物、特化（⼆次）代謝産物、ホルモンを始めとする⽣理
活性物質、といった分類がなされてきた。しかしながら、それらの
分類の⼀般的な定義に当てはまらない例が知られるようになり、こ
の分類の境界は曖昧になってきている。本セミナーでは2年前に引
き続き、植物の発⽣を制御するアミノ酸代謝についての私達の研究
を紹介するとともに、開発中のメタボロミクス技術についても触れ
る予定である。


